
【引き出し部の構造について】 
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個人・ 

グループ名 
野尻 苑伽 大学名 愛知教育大学 

作品名 空間有効活用棚 人数 １名 

○製作の動機、目的 

 勉強机の上に、教科書やファイルが積み重ねられていて下のものを取り出すときに不便であったことから本棚

を製作したいと思いました。加えて、使用頻度の高いものをすぐに取り出しやすいような仮置き場を作りました。 

○利用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

  

 

 

   

    ＜上からみた図＞                             

                          ●引き出し部分が抜けない 

                          ように、組み合わせています。 ＜横からみた図＞ 

                          ●左の二つのパーツは、 

                          すのこからヒントを得て製作 

                          を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○工夫した点 

 仮置き場を使用しない際には、邪魔な部分になると考えたため収納できるようにしました。引き出して使用す

る場合に、物が落ちないように壁を取り付けました。また、本棚としても使用できるようにするために、ブック

スタンドも作り、スライドすることで位置を変えることができ、収納物によって取り外したりもできるようにし

ました。棚の天板が、平らなので更に上へ棚を積み重ねたり、物を自由に置いたりすることができます。 

 

【仮置き場の使い方】 

① 初めは箱型です。 

 

 

 

 

 

 

 

② 小さな掴み部を持って、 

横に引っ張ります。 

③ 仮置き場が出てきます。 

④ 使用後は押し込んで、 

収納します。 

⑤ 引き出し部分は、 

抜けない構造です。 

【ブックスタンドの使い方】 

① 下図が、ブックスタンドです。 

 

 

 

 

 

② 棚後方下部の隙間に、はめます。 

③ 収納物によって幅を変えたり、 

取り外したりできます。 

【使用風景】 

内部に本を置いている場合には、空間を利用

して仮置き場にすることもできます。 

下の隙間に 

はめ込みます 

横にスライドして

幅を調節できます 

掴み部 

仮置き場 


